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陸奥産金と征夷（新井）
一
陸奥産金と征夷
―道嶋（丸子）氏の活躍を通して―
新
　
井
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一
はじめに―陸奥の産金地
　
天平二十一年（七四九）陸奥守百済王敬福は、部内の小
田郡から金が産出されたことを報告した。東大寺の廬舎那仏を塗るための金を探し求めていた聖武天皇は、この報告に狂喜乱舞する。敬福は九〇〇両の金を献上、従五位上から従三位に特進、天平の年号は天平感宝・天平勝宝と一年のうちに二度も改められた。　
そして、古代国家は、 宝字四 六〇 までに陸
奥守を介して運京された計一〇四四六両もの金を用 て、廬舎那仏 完成させた（ 『東大寺要録』 ） 。この は 敬福の報告ののち十一年間、一年につき九〇〇～一 〇両の金が陸奥から貢納されていたことを示し、産金が順調に
進んだことを物語る。廬舎那仏の鍍金を支えた小田郡をはじめとした多賀以北の諸郡は、現在 仙台平野から大崎平野の各地にあ る。黒川以北十郡といわれ、七世紀中葉から支配拠点として城柵が設置され、関東などから移民が送り込まれ、もともとの原住民（蝦夷・俘囚）と 接触 もつなど、東北経営の最前線の地域であった
（（
（
。
　
八世紀後半以降、古代国家は征夷によって、さらなる北
進を図る。ターゲットとなった は、海道 気仙地方、山道の胆沢地方であった。海道では、桃生城が海道蝦夷に襲撃されたのち、多治比浜成が沿岸部を侵攻し、気仙郡を置く
（（
（
。山道では、伊治公呰麻呂によって按察使の紀広純が殺
害されたのち、坂上田村麻呂を征夷大将軍 据えて反撃に転じ、 胆沢 首長・アテルイを降服させ、 胆沢城を造営する。
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二
胆沢城の西側には、陸奥・出羽を隔てる奥羽山脈、東側には、奥六郡と海道を分ける北上山地が控え 。この気仙と胆沢の背後の西和賀や江刺こそが、近代につながるまでの著名な一大産金地なのである
（（
（
。奥州藤原氏の時代には、気
仙の本吉庄・奥羽山脈栗駒山麓の高鞍庄の金が摂関家に献上されていた （ 『台記』 仁平三年 （一一五三） 九月十四日条） 。これらの地域の金は、奥州藤原氏の経済的基盤を支え、金鉱開発は平安時代前期に遡るものもある。　
従来、廬舎那仏完成後の陸奥産金は次第に下火になり、
反面、古代国家は軍事的介入を強くするといわれてきた
（（
（
。
一方、近年、吉川真司氏は、征夷の起点として築かれた桃生城・伊治城の場所が、上記 産金地 近いこ やこ 以降国際的に日本の金の価値が高まることなどから、征夷と陸奥産金との連動を指摘している
（（
（
。
　
果たして、気仙・胆沢方面の金鉱開発と征夷 進展とを
かかわらせて考えられるだろうか。また、呰麻呂やアテルイの抵抗など征夷に対する 発は 産金と関係す であろうか。そこで、注目したい が 道嶋氏という在地首長ある。道嶋氏はもともと丸子という姓をもち、黒川以北十郡では小田郡や牡鹿郡などに分布 。天平産金で 、小田郡の丸子連宮麻呂が採金を担って る。牡鹿郡から都へ
出仕した丸子嶋足は、道鏡政権で大出世し、道嶋を賜姓される。そ て、気仙・胆沢をターゲットにした征夷では、道嶋氏の人物が何度も現地の推進勢力として登場する。　
以下の考察では、 東北古代史において、 丸子氏のデビュー
からの動きを追うことを通して、征夷との関係に触れながら、陸奥産金の歴史的実態に迫りたい。
一、丸子氏のデビュー―交易から開発へ
　
陸奥国小田郡の天平産金地は、現在の宮城県涌谷町黄金
山神社付近と比定されている。黄金山神社は、黄金沢という狭い谷間に沿って社殿が建てられ、発掘調査 よると、陸奥国分寺と同時期の「天平」 紀年 もつ瓦 出土いる
（（
（
。その名は『延喜式』神名帳にも確かめられる
（（
（
。黄金
沢では、今日なお少量の砂金を採集することができる。では、天平産金には、陸奥守百済王敬福のほかに、ど ような人物がかかわったのであろうか。〈史料１〉 『続日本紀』天平勝宝元年閏五月甲辰条
陸奥国介従五位下佐伯宿祢全成・鎮守判官従五位下大野朝臣横刀並授
二
従五位上。
一
大掾正六位上余足人、獲
	
レ
金人上総国人丈部大麻呂並従五位下、左京人无位朱
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三
牟須売外従五位下。私度沙弥小田郡人丸子連宮麻呂授
二
法名応宝、
一
入
二
師位。
一
冶
レ
金人左京人戸浄山大初位
上。出
レ金山神主小田郡日下部深淵外少初位下。
　
この史料によると、陸奥国府の官人（介・鎮守判官・大
掾）と都や関東から派遣された技術者、小田郡の現地協力者が授位されている。余足人・朱牟須売・戸浄山は渡来人で、 産金を指導する立場にあった
（（
（
。陸奥守の百済王敬福も、
百済滅亡に伴い亡命した王族の子孫である。敬福は、天平初年に陸奥介として赴任 て以来、金鉱開発のための百済系技術者を率いて、陸奥国の経営に携わっていた
（（
（
。足人
も、同時期に鎮守判官に任じら （ 『正倉院文書』続々修二十四帙五裏上階官人歴名） 、十数年にわたり陸奥国の官人となっている。百済系渡来人たちは、敬福や足人の保護のもとに、小田郡周辺の河川をくまなく探査していたのである。丈部大麻呂は、当時、多数の渡来系の人々が投入されていた上総国から派遣されている。関東では、武蔵国で銅を産出しており、鉱山開発も積極的に行われていた。大麻呂は、 渡来人から産金の技術を習得して たの あろう。また、小田郡の丸子連宮麻呂は、沙弥（僧） あった。そもそも、七世紀以降、日本における金・銀の需要は 倭王
権の支配者層の造寺・造仏活動によって急速に高まりをみせる
（（1
（
。百済をはじめとした朝鮮三国は、それを支援する形
で金・銀を贈与していた
（（
（
。百済僧・観勒、高句麗僧・恵慈
などの渡来僧は、王権に深く入り込んでいる。百済には、王権の寺院として、多数の金・銀・銅製品の出土した王興寺が建てられた。王興寺は、飛鳥寺のモデルとなったともいわれる
（（1
（
。高句麗からは、飛鳥寺の丈六仏像製作のため
に、金三〇〇両が送られている（ 『日本書紀』推古十三年（六〇五）四月辛酉条） 。とすると、日本、とくに畿内周辺の沙弥（僧）たちは、渡来僧との交流を通 、金・銀に関する最先端の知識を有していた。都における仏教は、やがて辺境の陸奥国にも広 る。陸奥国府の多賀城には、付属寺院が置かれた。これを遡り、七世紀後半あたりから、現在の福島県域 ら宮城県域の各地で、寺院が営まれた
（（1
（
。
初期の陸奥国府とさ る仙台市郡山遺跡では、暗文 施された畿内産土師器 出土す
（（1
（
。暗文は、佐波理鋺などの仏
具の模倣であろう。陸奥国にも、早い段階で仏教文化が伝播し、官衙周辺 寺院では、都や関東から僧を招い 、読経など様々な儀礼が行われていた。彼らが、東北支配の拡充の重要な担い手であったことは想像 難くな 。丸子連宮麻呂は、そうした僧たちと密接な関係をもったのではな
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四
いか。すなわち天平産金は、敬福・足人を中心とした陸奥国府の主導のもと、朱牟須売・戸浄山など都の渡来系技術者、丈部大麻呂など関東で技能を習得した人物、丸子連宮麻呂のような現地協力者の三者の手によって成立したのである。　
さて、古代国家は、黒川以北十郡の調庸を布から金に変
更し、正丁四人につき、金一両納めることを指示している（ 『続日本紀』天平勝宝四年二月丙寅条） 。つまり、九〇〇両の金を得るためには、三六〇〇人の正丁が必要 なる。従って、実際に 砂金の洗取から冶 までの作業は手間や人手がかかるものであり、渡来系集団だけでは間に合わず、現地の人々が借り出された ずである。丸子連宮麻呂は、河川に入り金を探索するだけでなく 小田郡内の多くの人々を産金 か わ 諸作業に動員した はないか。七世紀後半以降、陸奥や越の首長層が出家し 金銅製 薬師仏像や観世音菩薩像を贈与されてい （ 『日本書紀』持統三年（六八九）七月壬子条） 。宮麻呂も同様 、仏教に帰依した有力首長であった。彼 ほかにも、黒川以北十郡には、 外従六位下から外従五位下を授けられた君子部和気・遠田君小捄・遠田君金夜（ 『続日本紀』天平勝宝四年九月丁卯条）や牡鹿連を賜姓された丸子牛麻呂・豊嶋（ 『続日
本紀』天平勝宝五年（七五三）六月丁丑条）などの首長層が存在した。彼らも、産金に深く関与したのであろう
（（1
（
。そ
うした状況こそ、まさに天平のゴールドラッシュと呼んで過言ではない。　
そこで、小田郡の宮麻呂、牡鹿郡の牛麻呂・豊島をはじ
めとして、産金の現地協力者としてたびたび登場する丸子氏に焦点をあててみ　
後述するように、丸子氏のなかで最も著名な は、牡鹿
郡から都の授刀衛へ出仕 、恵美押勝の乱の際に、道鏡側の主力メンバーとして躍進、道嶋の姓を与えられ、最終的に正四位上まで昇進する嶋足である。嶋足 輩出した丸子氏の出自に関して、もともと在地の出身とするも
（（1
（
と移民
系とする見方
（（1
（
とがあり、見解がわかれる。 『古屋家家譜』
という文献をみると、丸子連・道嶋宿禰（丸子） ・丸子部の三氏は、とも 大伴氏と同祖 系譜を保持している。なかでも丸子連は、大伴金村連公の孫で、上総の伊甚屯倉を管理していた頬垂連公を別祖と いた
（（1
（
。 『万葉集』巻
二十には、上総国朝夷郡上丁丸子 大歳の歌が載せられている。また、考古学の成果を参照する 、海道地方の東松島市矢本横穴群は、玄室 形態が上総方面の横穴墓と似ている。牡鹿郡家といわれる東松島市赤井遺跡では、関東の
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五
上総などからの移住者がもたらした土師器が大量に出土している
（（1
（
。丸子連は小田郡、丸子は牡鹿郡と分布域が異なる
ことから、両者の氏族系譜には若干の差異があるともいわれる
（11
（
。仮にそうであっても、文献・考古の史資料を総合す
ると、両者の上総方面とのつながりは捨てがたい。ここでは、何らかの使命を帯びて上総から した集団と て、一括して丸子氏と捉えたい。彼・彼女 の移住の年代は、大宝律令の制定を遡る七世紀前後 考え れる。　
すなわち、丸子氏は〈史料１〉の丈部大麻呂と同じ上総
出身であった。古代国家は、出身地の近い技術者を派遣することで、連携して産金作業にあたらせたのであろう。そのうえ宮麻呂は、金に関す 優れた知識 もつ僧たちとも結びついていた。では、丸子氏は、も もと金 探査 ために移住したのであろうか。 の移住と同じころ、倭王権の有力地方豪族が北方世界へ赴いている に留意して、彼ら 活動と比較してみたい。彼らは、皮革類・海産物など豊かな資源を求め 遠征し
（1
（
。そのとき、現地の勢
力との間で交易を行って 。〈史料２〉 『続日本紀』 神護景雲三年 （七六九） 十一月己丑条
陸奥国牡鹿郡俘囚外少初位上勲七等大伴部押人言、伝
聞、押人等本是紀伊国名草郡片岡里人也。昔者、先祖大伴部直征
レ
夷之時、到
二
於小田郡嶋田村
一
而居焉。其
後子孫為
レ
夷被
レ
虜、歴
レ
代為
レ
俘。幸頼
二
聖朝撫
レ
運神
武威
一 レ
辺、抜
二彼虜庭、
一
久為
二化民。
一
望請、除
二俘囚名、
一
為
二調庸民。
一
許
レ之。
　
まず、紀伊の大伴部直の場合である。 〈史料２〉の前半
部分は、 「牡鹿郡俘囚の大伴部押人の先祖は、紀伊国名草郡の出身で、大伴部直に従って東北まで赴き、小田郡嶋田村に土着した。そののち、夷に捕えられて虜となり、やがて俘囚 なってしまった。 」と解釈できる。大伴部直の目的を理解するために、遠征の時期 場所が重なる、石巻市五松山洞窟遺跡の発掘成果に目を向けたい。この遺跡は洞窟の中に人骨と副葬品を集積するという特異な墓制で、副葬品は装飾大刀・鉄鏃・須恵器など関東の古墳と遜色のいものをもつ。ところが、人骨は形質的にアイヌ 類似しており
（11
（
、被葬者は〈史料２〉の「夷」にあたる人物と理解
できる。彼は、大伴部直などの太平洋沿岸に進出した勢力との交易によって 副葬品を入手した であろう。 ち文献史料になるが、この地域 は「夷語」を話す集団が居住していた （ 『日本後紀』 延暦十八年 （七九九） 二月乙未条） 。
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六
征夷戦には、 「訳語」が同行している（ 『続日本紀』養老二年（七二二）四月丙戌条） 。岩手県大船渡市の宮崎神社は、延喜式内社の理訓許段（リクンコタン）神社にあたり、コタンの名はアイヌ語に由来するといわれる
（11
（
。つまり、 「夷」
に該当する在地の集団は、和人とは異なる言語を話していた。とすると、大伴部直と「夷」は、交易のときに、双方の言語が通じなかったと思われる。さらに、 〈史料２〉をよく読むと、大伴部直配下 押人の先祖は、小田郡にそのまま居残り土着している。ちなみに、五松山洞窟の特異な墓制は、紀伊から関東の太平洋沿岸にみられ 海人たちの手によって伝播した いう指摘もある
（11
（
。
　
つぎに、七世紀中葉、越周辺に勢力を誇った阿倍比羅夫
の北航をみてみたい。彼は、秋田・能代など北日本海沿岸を北上した。そして、渡嶋（北海道）を訪れ、現在の奥尻島付近で粛慎（オホーツク文化人） の間で、海岸線に鉄などを積み上げ、沈黙交易を行った 『日本書紀』斉明六年（六六〇）三月条） 沈黙交易とは、交易する双方が接触せず、交互に品物をおき、双方とも相手の品物 満足したときに取引が成立する
（11
（
。比羅夫は、手に入れた羆皮を王
権に献上している。ただし、このときの は、途中トラブルが生じ、戦闘状態となって 比羅夫と同行した能登臣
馬身龍などが殺害された。比羅夫の船には、八戸周辺から三陸沿岸の陸奥蝦夷が先導役として乗船していた。ちょうどこのころから、道央低地帯に北海道式古墳といわれる小円墳群が営まれる。その系統は、八戸周辺の末期古墳に求められるので、比羅夫の北航を契機に土着 た陸奥蝦夷たちが墓制を伝えたと捉え れる
（11
（
。
　
また、上野地方を本拠とした上毛野君形名も東北へ向
かった。形名は、緒戦に敗北し、包囲されるなど苦戦の末、妻の活躍もあり、危機的状況を脱 かろうじて勝利した（ 『日本書紀』舒明九年（六三七）是歳条） 。しかも、現地の「蝦夷」を虜とした。北上市江釣子古墳群 、岩手県内の北上川流域の末期古墳群 上野などに祖形 ある川原石積という形態 石室をもち 蕨手刀などの豊富 鉄製品が出土する
（11
（
。形名に従い、上野周辺から移住した集団が
いたとも考えられる
（11
（
。あるいは、 「蝦夷」を虜としたのち、
首長と親族関係を結んだ可能性もある。のちの時代に るが、この地の有力首長には、上毛野胆沢公という姓が与えられている （ 『続日本後紀』 承和八年 （八四一） 三月癸酉条） 。　
これら三例は、 「夷」や「粛慎」 「蝦夷」などの現地の勢
力と戦闘に及んでいる点で共通 。彼らの遠征の目的が交易であり、その成否は戦闘の危険性を孕んでいた。太平
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七
洋側に進出した押人や形名は、昆布・漆・琥珀などの豊かな資源を欲したのであろう。また それぞれの進出した土地に本州の人たちが営む墓制が伝播していることも興味深い。 「大伴部直―押人 先祖」 「比羅夫―陸奥蝦夷」など、同行したものが土着し、在地首長と親族関係を結んだ。土着したものの役割は、特産物の取立てや運搬であろう。ともあれ、七世紀前後の有力地方豪族の活動を通して 倭王権の北方交易の形態が確立されていった である さらにいえば、 遠征する側にとって最も重要なことは、 交易によって特産物を獲得することであった。そのためには現地の人々の生産活動こそ大切なもので、彼・彼女ら 生業の転換を迫ることはなかった。　
では、丸子氏の目的も同様に交易なのであろうか。とり
わけ、小田郡の宮麻呂には「連」が与えられているが、牡鹿郡の牛麻呂・豊嶋らに 見当たらないことに注意したい。当初、丸子氏は、黒川以北十郡に土着 にあたり、小田郡を拠点にして 配下を牡鹿郡など 拡充させて ったであろう。 〈史料２〉でも、押人の先祖は、まず小田郡土着し、そこから牡鹿郡に進出し いる。また 矢本横穴群には、 八世紀 頭の 「大舎人」 と書かれた墨書土器が る。赤井遺跡でも、 「舎人」と記された刻書土器が出土してい
る。これらの出土文字資料は、丸子氏には、嶋足以前にも、都へ出仕していた人物がいたことを表している
（11
（
。海道蝦夷
の抵抗があり、多賀城が造営された神亀年間には、大野東人らとともに丸子大国が授位されている（ 『続日本紀』神亀二年（七二五）閏正月丁未条） 。丸子氏 八世紀初頭の段階で、小田郡・牡鹿郡などの黒川以北十郡に根を張り、都と パイプをもちつつ、東北経営にも深く関わっていたのである。　
前述の赤井遺跡以外にも、のちの玉造柵とされる大崎市
名生館遺跡では、 七世紀中葉から始まる官衙遺構とともに、上野から北武蔵と同じ土師器が出土す
（11
（
。この時期、大崎
平野では、柵や郡家の前身施設が次々と造られた。のちの柵戸にあたる移住者は、自らの出身地から大量の土師器を持ち込み、集落を営んだ。官衙の形成と大規模な移住者という特徴は、明らかに道央低地帯や北上川流域・三陸沿岸とは異なっている。まさに、 「開発」 と称して過言ではない丸子氏 、交易を行うの なく、移住者 先頭に立ち、開発を促進したのであろう。そうした行動は、大崎平野に新たな産物を生み出すこと なる。　
八世紀初頭、古代国家は、凡海麁鎌を冶金のために陸奥
国へ派遣している（ 『続日本紀』大宝元年（七〇一）三月
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八
戊子条） 。通常、冶金とは、水銀などを用いて鉱石中の不純物を取り除く製錬・精錬のことを指す
（1
（
が、この場合は砂
金を熔錬して錬金形態にする作業のことであった
（11
（
。凡海氏
は海部 管掌 、海産物の貢上を掌る氏族なので
（11
（
、麁鎌は
丸子氏の地盤の海道地方に赴いたと考えられる。さらにいえば、都にも、遅くとも七世紀後半には、陸奥において砂金が採れるという情報が入っていた であろう。その情報源は、丸子氏の報告の蓋然性が高い 要するに、彼・彼女らは、産金活動のために移住・地域開発を行ったのである。そして、金探査の活動 、八世紀中葉になり結実し、陸奥国府や都・関東から 技術者とも一体とな 、砂金洗取から冶金までの方法が確立され 。九〇〇両 いう の献上と〈史料１〉に登場する人物の授位は、大崎平野の到達点を示している。　
ところで〈史料２〉は、押人のように、先祖の出自が関
東以南の人々でも、蝦夷や俘囚となることがある点でも関心を惹く。一方、丸子氏は公民であった可能性 高 。八世紀代に、 「連」姓を った人物が蝦夷・俘囚 把握された例はない。また、小田郡・牡鹿郡のほかにも 安積郡・富田郡・遠田郡など陸奥国広範囲に分布する。三陸沿岸交通によって、爾薩体や宇漢米といった北の集団ともか わ
りをもつ。その過程において、文化レベルでの交流も行い、言語や習俗なども学んだであろう。さらに嶋足は、陸奥国諸郡の郡司クラスの賜氏姓に尽力している（ 『続日本紀』神護景雲三年三月辛巳条） 。そのなかには、吉弥侯部など明らかに俘囚の姓をもつものがいる。 〈史料２〉もほぼ同じ時期である。これらの事例は、嶋足が在地社会から信頼を得て、古代 家と 窓口になっていることを窺わせる。むろん、交流は、双方向的なものであったろう。丸子氏は、移住当初から、大崎平野 開発を担いつつ、在地の勢力（蝦夷）と安定的な関係を構築したのである。公民として把握されたのは、このためであろう。まさ 、移住後在地の勢力と上手くコミュニケーションを取 ず、 「為
レ夷
被
レ虜」となった押人の先祖とは対照的であった。
　
いずれにしても、丸子氏は、官衙に派遣された僧との交
流やもともとの出身である上総からの技術者の招聘 通して、かなり詳しい金に関する知識を習得し おり、天 産金にはなくてはならない活躍をした 彼・彼女ら 小田郡・牡鹿郡 移住・定着したときから、在地勢力と良好な関係を築き、大崎平野の開発に積極的に乗り出していた。すわち、 現地の人々が産出する特産物を求めた交易で なく、自らが金資源を開発するために移住したの っ しか
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九
しながら、産金による開発は、地域の環境そのものを変えていく行為であり、こののち在地社会と 間に軋轢が発生していく。
二、道嶋嶋足の昇進と伊治公呰麻呂の乱
　
丸子嶋足が史上に姿を現すのは、牡鹿連を賜姓されたと
きである（ 『続日本紀』天平勝宝五年八月癸巳条） 。かつて、井上光貞氏は、八世紀後半の都の政争を通して昇進する嶋足の姿なくして、陸奥国での道嶋氏 台頭はなかったと論じている。そして、嶋足の活躍 要因は、彼個人の武人としての才覚にあったとする
（11
（
。果たして、そのようにのみ捉
えられるであろうか。ここでは、最前線で産金を担う丸子（牡鹿連・道嶋）氏や金を運京する陸奥国の官人にスポットをあててみる。井上氏とは逆に陸奥国から都へ ベクトルで、嶋足の昇進から伊治公呰麻呂の乱までを追 かけていきたい。　
牡鹿連嶋足は、都において、坂上苅田麻呂らとともに、
藤原仲麻呂に荷担する有力な武人として名を馳せ いた（ 『続日本紀』 天平宝字元年 （七五七） 七月庚戌条） 。 こ とき、仲麻呂と敵対する橘奈良麻呂は、陸奥按察使・大伴古麻呂陸奥守・佐伯全成と提携していた。天平勝宝八歳（七五六）
全成は、金を運京している。古麻呂は、二度も遣唐使として唐へ渡っており、金の国際的価値を知っていた。まさに廬舎那仏鍍金の真最中であり、産金を握ることは、都の権力動向を左右した。その利権は、陸奥国の有力官人を味方につけた奈良麻呂の方が先行していたと思われる。対抗処置として仲麻呂は、丸子氏出身の嶋足に接近し、後れを取り戻そうとしたのであろう。さらにいえば、陸奥国でも、直接、金の採掘にかかわる丸子（牡鹿連）氏と産金を指揮する官人との間 確執が生じていた ではないか。嶋足と全成・古麻呂それぞれの去就の違いのなかに、都や現地の人々の金をめぐる思惑が隠されていた。この対決 制した仲麻呂は、息子の朝猟を按察使兼鎮守府将軍とし 赴任させ、海道地方に桃生城を築くなど、陸奥国への支配を強める。桃生城は、小田郡などの産金地に近く、多く 金が埋蔵されている気仙地方への入口にあたる。漆や昆布など特産物を介した三陸沿岸交通 拠点 しても機能した
（11
（
。今
度は仲麻呂が丸子（牡鹿連）氏の基盤へ進出し、産金を握ろうとしたのである。ところが 都では、仲麻呂と孝謙上皇との関係が悪化し、孝謙のブレーンとして道鏡が出現する。やがて表面化した対立は 道鏡が勝利 。嶋足は、対立の過程で道鏡に転じ、仲麻呂が叛旗を翻した際に 中
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宮院の鈴と印を奪い返すという手柄を立て、従七位上から従四位下に大昇進する（ 『続日本紀』天平宝字八年（七六四）九月乙巳条） 。ここでも嶋足の動きの背景に、 産金をめぐって、自らの権益を守ろうとする丸子（牡鹿連）氏とそれを奪おうとした仲麻呂 息子・朝猟との確執があったのではないか。道嶋が賜姓されるのは、こののちである。道鏡は数年間権力を握ったが、皇位に就 うとして失敗、失脚する。この直前、嶋足は宇漢米公宇屈波宇の尋問 ため 陸奥国へ派遣される（ 『続日本紀』宝亀元年（七七〇）七月戊子条） 宇屈波宇は三陸沿岸 交易 ために出仕 いたので、嶋足は桃生城に出向いたと考えられる
（11
（
。産金地に
ほど近い桃生城周辺の動揺は 大きな痛手であ 道鏡を打倒した光仁天皇を中心とする新政権は、現地にパイプをもつ嶋足を派遣して、動揺を鎮め、陸奥の金を確保しようとしたのではないか。光仁政権 誕生を告げた宝亀遣唐使では、始めて日本産の金が唐へもたら たといわれる
（11
（
。
ここ も 鞍替えし、政権を渡り歩いた嶋足の様子が見てとれる。こう て、八世紀後半の都の政争 振り返ると嶋足 そのバックで産金の利権を握る丸子（牡鹿連）氏が権力者にとっても大きな存在で そ 去就が の一端を左右したこ を示唆する。
〈史料３〉 『続日本紀』神護景雲元年 （七六七） 十二月甲申条
正四位上道嶋宿祢嶋足為
二
陸奥国大国造。
一
従五位上道
嶋宿祢三山為
二国造。
一
　
さて、嶋足は道鏡政権で、陸奥大国造に任命される。彼
の位階は、当時の陸奥守・田中多太麿を上回っている。陸奥大国造は、陸奥守を凌ぐ力をもっていた。そして、陸奥国には、陸奥大掾・鎮 軍監の官職に就きながら陸奥国造となった道嶋三山がおり、現地を取り仕切っていた。三山は、牡鹿郡の出身で、血縁関係などかな 嶋足に近かったと推測される
（11
（
。このことは、陸奥国内でも、牡鹿連から道
嶋へ、いわばランクアップするものがいたことを表している。ともかく 道嶋氏は、 「陸奥大国造―陸奥国造」という嶋足と三山のラインによって、都と陸奥国の間に丸子氏時代よりもさらに太いパイプを築いたのである。しかも、三山は、山道地方の伊治城造営にかかわって従五位上に昇格している（ 『続日本紀』神護景雲元年十月辛卯条） 。道嶋氏は、これまでの海道だけでなく、山道から北上川流域へも進出していたの あ 伊治城 胆沢方面をターゲットとした征夷の前線基地としても利用された（ 『日本後紀』延暦十五年（七九六）十一月戊申条） 。胆沢の背後
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一一
陸奥屈指の産金地・奥羽山脈の西和賀や北上山麓の江刺が控える。要するに、勢いづいた道嶋氏は、桃生城・伊治城の設置にも積極的に入り込み、気仙・胆沢という二大産金地へ さらなる進出を図ったのであろう。　
ところで、この先の黒川以北十郡の調庸は、金から狭布
へ変更されている（ 『類聚三代格』巻八調庸事
　
大同五年
（八一〇）二月二十三日太政官符） 。 『延喜式』でも、陸奥国の調庸のなかに、金は見当たらない。古代国家は、陸奥国の調庸を当国に納め 十年 一度京進することとしている（ 『続日本紀』神護景雲二 九月壬辰条） 。仮に、 が金であったならば、 陸奥国に留めておく必然性はない。 従って、この段階で 貢金制は停止された
（11
（
。では、このこと
によって、産金や運京は滞ったのであろうか。しかし、金は、嶋足の都での躍進や征夷と連動するので、停滞したとは考えにくい。そこで、運京が誰 手によってなされか問題となる。ただし、調庸 はないので、陸奥守の手ではない可能性が高い。む ろ、運京 「国造―大 造」道嶋氏ラインで行われたのではないか。おそらく、嶋足出世以前の丸子 （牡鹿連） 氏の役割は あくまでも砂金採集・洗取などが中心であったろう ところが 仲麻呂・道鏡をめぐる政変の過程で、金の利権をめぐって、陸奥 有力
官人は、 丸子（牡鹿連）氏と鋭く対立し、 ことごとく敗れた。これを教訓とした道鏡政権では、嶋足を大国造にし、陸奥守を上回る地位を与え、現地には三山を国造と て配置した。三山は国府・鎮守府の官人をも兼任していた。こうして、道嶋氏は、産金の権益を陸奥国府から奪い、自らの手中に収めたのであろう。そして、太平洋沿岸にもつ幅広いネットワークを用い
（11
（
、 産出した金を国府に納めることなく、
運京までを掌っ る。　
先に述べたように、嶋足は、陸奥国の蝦夷・俘囚と把握
された人々の公民化の動きに尽力す こののち胆沢 めぐる攻防戦において、陸奥南部の首長層が征夷軍 一翼として出陣する （ 『続日本紀』 延暦八年 （七八九） 六月甲戌条 。つまり、嶋足の尽力は、 となることと交換に、軍事動員を促すものであっ 。しかも 調庸貢金制 停止されていたので、公民となった人々が採金活動に従事することはなかった。　
それでは、産金や運京に直接かり出されたのは誰であろ
うか。都で嶋足が最も力をもった七六〇年代から七七〇年代にかけて、蝦夷が上京朝貢している。道鏡政権では、元日朝賀 参列させ、緋袍 与えるなど、朝貢をことのほか喜び、自らの主催する儀礼 なかに組み込む（ 『続日本紀』
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神護景雲三年正月丙子条） 。 光仁政権では、 唐使来日の際に、蝦夷二十人を呼び寄せ、迎接させている（ 『続日本紀』宝亀九年（七七八）十二月戊戌条） 。これらのとき、朝貢品を持参して上京したはずである。神護景雲二年以降、陸奥国に留められた布・米などの調庸物は、蝦夷・俘囚への饗給のための財源に充てられた
（1
（
。とすると、蝦夷・俘囚たち
は、これと引き換え 産金にかかわる労働にあたらさ たので ないか。産金活動を通して、蝦夷支配が組織化しいったことも憶測される
（11
（
。むろん、これらの出来事の背後
に、 嶋足の政権中枢部への水面下の働きかけを想定できる。蝦夷たちは道嶋氏の指導のもと、自らが採集した金を朝貢品としてもたらしたのである。　
ともあれ、嶋足は陸奥大国造として、三陸沿岸を北上し
て宇漢米・爾薩体に至る太平洋沿岸交通や陸奥南部の首長層の軍事動員、 蝦夷・俘囚を使役し 産金 朝貢など、 道鏡・光仁政権を特徴づける東北政策に大き 役割を果たした。そして、それを支えたのは、陸奥国造・三山のような現地の道嶋氏のバックアップであろう。とすると 「陸奥大国造―陸奥国造」という役職は 陸奥国府単独では、これらの政策を遂行できなかったために生まれた 思われる。嶋足は、陸奥守を上回る地位として、陸奥大国造の役職を自
ら求めたのではないか。そのうえ、現地の道嶋氏は、陸奥国府や鎮守府の機構の中に、 在地首長としては異例の早さ・深さで入り込んでいく。しかし そうした一人勝ちの状況に、在地社会の反発が起こる。〈史料４〉 『続日本紀』宝亀十一年（七八〇）三月丁亥条
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一
以
二夷俘
一遇焉。呰麻呂深銜
レ之。時広
純建
レ議造
二覚鱉柵、
一
以遠
二戍候。
一
因率
二俘軍
一入、大楯・
呰麻呂並従。至
レ是、 呰麻呂自為
二内応、
一
唱
二
-誘軍
一而反。
先殺
二大楯、
一
率
レ衆囲
二按察使広純、
一
攻而害
レ之。独呼
二
介大伴宿祢真綱、
一
開
二
囲一角
一
而出、護送
二
多賀城。
一
其
城久年国司治所、兵器・粮蓄不
レ可
二勝計。
一
城下百姓競
入欲
レ
保
二
城中、
一
而介真綱、掾石川浄足、潜出
二
後門
一
而走。百姓遂無
レ所
レ拠、一時撤去。後数日、賊徒乃至、
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一三
争取
二府庫之物。
一
尽
レ重而去。其所
レ遺者放
レ火而焼焉。
　
伊治公呰麻呂は、夷俘の出身でありながら、上治（伊治）
郡の大領となっていた。これより前、伊治城築城に参加した蝦夷・俘囚が叙位されている（ 『続日本紀』神護景雲元年十月辛卯条） 。 おそらく、 呰麻呂もこのなかの一人であり、征夷への協力を通して、国家側から信頼を得ていた。三山らとも良好な関係にあったろう。しかし、 紀広純が陸奥守・按察使に就任してから、離反がはじまる。紀氏は、紀伊国を本拠とし、五世紀あたりから倭王権に仕えた有力豪族である。例えば、 〈史料２〉の嶋足の手で公民になった大伴部は、紀伊出身であった。何度も繰り返すが、紀伊 ら牡鹿郡を結ぶ太平洋沿岸交通は早く 開け おり 道嶋氏は丸子氏の時代より、紀氏と蜜月 。さら大楯 、呰麻呂を夷俘として扱い、侮蔑していた。採金作業のために 伊治城周辺の蝦夷・俘囚 ちを酷使し ことも想像される。呰麻呂のグループも 砂金の洗取などを課せられたのであろう。呰麻呂の離反の背景に 紀広純による大楯の重用があったと捉えたい。　
ところで、このころ京に届いた金には、砂金のままのも
のと熔錬した錬金の二パターンあった
（11
（
。後者は、洗取した
砂金を「冶金」することによって作り出された。錬金の形態は、砂金を熱し溶かして、鋳型などに入れて延べ板状にしたものである。金の融点は一〇六四度なので、鉄などと比べれば低いが、溶かすために 相応の高温処理が求められる。八世紀前半、 大崎平野には、 日の出山瓦窯・木戸瓦窯・大吉山瓦窯などが営まれた
（11
（
。現在の涌谷町の天平ロマン館
の展示によると、小田郡内にも、六郎館窯が存在した。これら 窯では、多賀城政庁など 葺く瓦が造られた。造瓦のための最も大切な労働力は「採薪」であり、燃料の確保と高温処理は必須のことであった
（11
（
。とすると、金を溶かす
作業は、 造瓦技術を使って行われ はないか。従って、造瓦・冶金などによって、大崎平野周辺 森林は、燃料の調達のために、盛ん 伐採されていたはずである。こうした山野はもとも 暮らしていた蝦夷・俘囚たちの生業の場であった。 彼・彼女らは、 自然神 対する信仰をもっており、山野の景観は生活と不可分 ものである。そもそも、砂金の採れる河川も信仰 対象であろう。つまり、 の地の蝦夷・俘囚たちは、産金のための開発によって、もともとの生業・精神文化を脅かされていた。　
こうして、広純から冷遇され、大盾から差別され、自ら
の住む土地の環境を壊され 呰麻呂は、かえって蝦夷・俘
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囚としてのアイデンティティを萌芽させた。ついにそれが爆発、広純・大楯の殺害を綿密に計画した。こののち胆沢周辺の蝦夷は、征夷へ 抵抗 激しく繰り返す 黒川以北十郡や山道地方の産金体制を目の当たりにした彼・彼女らは、アテルイ・モレを中心に古代国家との全面対決の道を選んだ。すなわち、広純・大楯 不満は、呰麻呂一人が抱いていたものではなく、伊治から胆沢にかけての人々全体のものであった。不満の内容は、産金による環境破壊省みず、権力を増大させていく道嶋氏への軋轢であったではないか。呰麻呂と連動した「俘軍」のなかには、胆沢周辺の蝦夷たち 含まれていたかもしれない。呰麻呂の乱は、道嶋氏を核とする産金体制への蝦夷 俘囚の反発であり、これ以降産金は滞ったと理解できる。さらにいえば、この事件が契機となって、蝦夷・俘囚の呼称 、国家側蔑称ではなく 在地 人々のアイデンティティに転化していくのである。　
陸奥国府の多賀城をも焼き打たれた古代国家は、中納言
従三位藤原継縄を征東大使、正五位上大伴益立 副使兼陸奥守、従五位上安倍家麻呂を出羽鎮狄将軍に任命し、立て直しを図る（ 『続日本紀』宝亀十一年三月癸巳条・甲午条）ところが、呰麻呂は史上から忽然と姿を消し、行方は知れ
ないままであった。〈史料５〉 『続日本紀』宝亀十一年五月甲戌条
勅
二
出羽国
一
曰、渡嶋蝦狄、早効
二
丹心、
一
来朝貢献、
為
レ
日稍久。方今帰俘作
レ
逆、侵
二
-擾辺民。
一
宜
二
将軍・
国司賜
レ饗之日、存
レ意慰喩
一焉。
　
その最中、古代国家は、出羽国に対して、渡嶋蝦狄が来
朝の際に注意を促す勅を出している。渡嶋蝦狄は、北海道の道央低地帯から余市方面の集団であった。古代国家との関係は、先の阿倍比羅夫の北航に遡り、八世紀前半の出羽柵の秋田移設に伴い、出羽国 管轄 なっていた
（11
（
。この史
料に「方今帰俘作
レ
逆」と、呰麻呂の乱を指す文言のある
ことに注目したい。 将軍は 鎮狄将軍・安倍家麻呂であろう。つまり、乱の影響は、陸奥国の海道・山道地方だけ なく、北奥羽から渡嶋を含めた北方世界へも及んでいた。　
実際に、伊治城のある宮城県北部域では、四世紀から
五世紀代にかけて 続縄文土器（後北Ｃ
２Ｄ式・北大Ⅰ式）
や黒曜石製石器などの北海道系遺物が濃密に分布する
（11
（
。大
崎平野・湯の倉産黒曜石は、続縄文文化の生業 必須なラウンドスクレイパーの原材料 して、北方世界 輸出され
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一五
ていた。大崎平野は、古墳文化と北方世界との交易の窓口であった
（11
（
。また、胆沢地方でも、五世紀代には、最北の前
方後円墳・角塚古墳が築かれた。奥州市中半入遺跡では、カマド付き住居や畿内産の須恵器が検出されている。そ一方で、続縄文土器（北 Ⅰ式）やラウンドスクレイパーも出土する
（11
（
。時期を遡ってみると、伊治から胆沢方面の首
長層は、和人の文化を受け入れながらも、活発に続縄文文化との交流を行っていた。そして、呰麻呂のときに至っても、なお北方世界との関係を維持 いたのではないか。例えば 伊治城の近傍の御駒堂遺跡では、北奥羽に多 口縁部に鋸歯状沈線文や段の施され 土師 甕が出土している
（11
（
。奥州市膳性遺跡の沈線土器、江釣子古墳群の擦り痕の
ある土器など、アテルイの地元でも、北方系遺物がみられる
（1
（
。古代国家は、呰麻呂が北奥羽や渡嶋に逃亡したことを
真剣に想定したのかもしれ い。　
いずれにしても、呰麻呂の乱を発端とした北奥羽・渡嶋
をも包み込む北方世界の動揺は、古代国家 産金体制を大きく揺るがすものであっ 。その中心に る道嶋氏へ 反発を押さえない限り、産金体制は綻びが生じたままなのである。
三、道嶋氏から金氏へ
　
古代国家は、延暦年間、坂上田村麻呂を征夷の先頭に立
たせ、胆沢制圧を目指した。そして、田村麻呂は、延暦二十一年（八〇二）アテルイ・モレらを降服させ、胆沢城を造営する。このとき鎮守軍監の道嶋御楯は、陸奥大国造に任じられている（ 『類聚国史』巻十九
　
神祇十九
　
延暦
二十一年十 月庚寅条） 。翌年には、田村麻呂 現在の盛岡まで侵攻し、志波城を築く。その翌年にも北進を企図し、再度、田村麻呂を征夷大将軍、御楯らを副将軍とする（ 『日本後紀』延暦二十三年（八〇四）正月甲辰条） 。ただし、延暦二十四年（八〇五）桓武天皇は、いわゆる「徳政相論」により征夷の停止を決定する。延暦二十三 征夷は、将軍等の任命はあったものの、田村麻呂・御盾らが軍を動かした形跡はなく、 実施されなかっ その後御楯は、鎮守副将軍にも任命される（ 『日本後紀』大同三年（八〇八）六月甲申条） 。このころ、鎮守府は多賀城か 胆沢城に遷されており、御楯は胆沢城に赴任した
（11
（
。しかしながら、道
嶋氏は、御盾の鎮守副将軍 を最後に、陸奥国の官人としての姿を消す。弘仁二年（八一一）征夷の総仕上げとして、将軍・文室綿麻呂は爾薩体・弊伊などに侵攻する。こ
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の最後の征夷に御楯（道嶋氏）の名前が見えないのが気になる。弘仁年間の征夷は、これまで ように関東や陸奥南部から大量の軍事動員を企てたのでなく、蝦夷・俘囚同士の争いに介入した であった。 いわば 「夷を以て、 夷を制す」もので、国家側に付き、爾薩体を攻撃したのは出羽守 率いられた俘囚であった（ 『日本後紀』弘仁二年三月甲寅条） 。従って、そ 方針をめぐり、国府・鎮守府の官人の かで鋭い対立があり、将軍・綿麻呂の決定 もと、俘囚の力を借りることになっ と思われ とすると、蝦 ・ から評判の悪い、道嶋氏に出自 もつ御楯は、征夷から外され、鎮守府 官人からも失脚したのであろう。あるいは、御楯は関東や陸奥南部か の援軍を主張し かもしれない。こうして、天平産金や嶋足 昇進以来続いていた道嶋氏の権勢は、没落の一途を辿 いく。古代国家は、八世紀後半以降の征夷で、気仙・胆沢地方を押さえたが、すぐに産金体制を構築することはできな った。産金 立て直すためには、道嶋アレルギーをどう取り除くかという問題が浮上した。〈史料６〉 『続日本紀』宝亀二年（七七〇）十一月癸巳条
陸奥国桃生郡人外従七位下牡鹿連猪手賜
二姓道嶋宿祢。
一
〈史料７〉
	 『類聚国史』巻百九十
　
風俗
　
俘囚
　
弘仁五年
（八一四）正月丁卯条
外従六位下牡鹿連息継・俘勲六等吉弥侯部奈伎宇・吉弥侯部麻須・吉弥侯部弖僅奈授
二外従五位下。
一
　
そこで、この二つの史料に注目したい。牡鹿連は、道嶋
氏の配下の有力首長に与えられた姓であろう。両者は、三山・大楯・御楯らとの間 血縁関係があり、国家側にとって何らかの手柄を立てたために賜姓や授位されたと考えられる。 〈史料６〉は嶋足の絶頂期の出来事で 道嶋を賜姓されることは、猪手にとって、ステータスとなりえたそれに比し 、 〈史料７〉は御楯 失脚以降のことであ 、息継は牡鹿連を称していた。それどころか、かつて大楯が侮蔑した俘囚そのものであっ 改姓せず、しかも俘囚であった方が、国家・在地双方において有利に働くと判断したのではないか。つまり〈史料７〉 段階では、道嶋より牡鹿連 方がステータス なっ いたのである。胆沢城跡では、 「□帳牡鹿□氏縄」と記された承和十年（八四三）の年紀の入った漆紙文書 出土しており
（11
（
、牡鹿連氏が鎮守
府に出仕している様子 伝わる 九世紀中葉に至っても、牡鹿連氏は道嶋を名乗れない状況であった。むろん、彼ら
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一七
は道嶋氏の後裔であり、産金技術をもっていた。彼らは、気仙・胆沢地方で生き抜き、産金に対する現地の理解を得るために、道嶋 姓を捨てたのではないか。〈史料８〉 『続日本後紀』嘉祥元年（八四八）二月庚子条
上総国馳
レ伝、奏
二俘囚丸子廻毛等叛逆之状。
一
登時、勅
符二道発遣。一道賜
二上総国、
一
一道賜
二相模・上総・下
総等五国、
一
令
二相共討伐。
一
　
この史料以前に、丸子氏を俘囚とするものは見当たらな
い。廻毛は、丸子氏のなかで始めて俘囚を名乗った。彼の先祖は、征夷や産金への協力を得 陸奥と上総の連絡役を果たし、そのまま移住前の本拠へ里帰りしていたのではないか　
いずれにしても、道嶋氏の没落ののち、配下の有力首長
のなかに、牡鹿連・丸子へ逆戻りしたものが存在し 。しかも、彼らは 俘囚として活動していた。こ ことは、在地社会のなかの根強い道嶋アレルギーとともに、呰麻呂の乱をきっかけに盛り上がった蝦夷・俘囚のアイデンティティが、征夷の終焉後も消えることなく、上昇していたことを示していよう。
　
ところで、九世紀の陸奥の産金地で著名なのは、白河郡
である。承和遣唐使は、白河郡から産出された金を持参した （ 『続日本後紀』 承和三年 （八三六） 正月乙丑条） 。一方、 『延喜式』 陸奥国交易雑物には、 金三五〇両とある。 交易雑物は、国府が正税を用いて購入し、都へ貢進された特 物のことである。陸奥国の交易雑物には 金の他にも、昆布や皮革類などの北奥羽以北 産物が多い。とすれば、この三五〇両の金は、気仙・胆沢地方の蝦夷社会から産出された蓋然性が高い。牡鹿連氏 城へ進出していたことからすると、産金技術が伝播したことも想定される。ま 、九世紀に入っても、征夷副将軍・坂上鷹養（ 『 本後紀』弘仁二年四月庚辰条） 、陸奥守・坂上広野 類聚国史』巻六十六　
人部
　
天長五年（八二八）閏三月甲午条） 、鎮守将軍・
坂上清野（ 『日本文徳天皇実録』嘉祥三年（八五〇）八月己酉条） 、鎮守将軍・坂上正宗（ 『続日本後紀』承和十三年（八四六）二月壬午条） 、 鎮守将軍・坂上当宗（ 『続日本後紀』嘉祥元年（八四八）九月辛巳条） 、陸奥守・坂上当道 『日本三代実録』貞観元年（八五九）正月十三日条） 、 鎮守将軍・坂上高道（ 『日本三代実録』貞観元年正月十六日条） 、権介・坂上好蔭（ 『日本三代実録』元慶二年（八七八）四月二十二日条）など、陸奥国の有力官人に坂上氏が就任し
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ている。坂上苅田麻呂は、道嶋嶋足の授刀衛時代の上司であった。その子の田村 御楯らとともに征夷を推進している。つまり、坂上氏と道嶋氏は、極めて親密な関係をもっ た しかも は、東漢氏出身の渡来人であった。気仙・胆沢地方の産金は、坂上氏と道嶋氏後裔の牡鹿連氏との間で展開した であろう。交易雑物としての金 運京は、陸奥国の有力官人であった坂上氏の手によっ なされた。 だし、三五〇両という産出量 天平産金・年間九〇〇両には うてい及ばない。従って上と牡鹿連を中心とした金鉱開発に限界があっ のか、あるいは王臣家などの私交易が活発に行われており、国府を介さない運京があったのか、 どちらの可能性も考えられる。古代国家は、産金量の増大・運京システムの安定を図るために、テコ入れを行う必要が生じてい　
さて、時期が下って十一世紀中葉、源頼義・義家親子と
奥六郡の雄・安倍氏との戦いを描い 『陸奥話記』 なかに、金氏という首長が出てくる。金氏は、源氏に味方する気仙系と安倍氏に属する磐井系と二派 分かれていた。気仙系金氏は、三陸沿岸交通を担う気仙郡司と 、八戸周辺から下北半島を束ねる安倍富忠とも関係を有して た（ 『陸奥話記』 ） 。磐井系金氏・為行の娘は、安倍貞任に嫁い
でいた。このほかにも、両氏は複数の婚姻関係を結んでいた
（11
（
。ともあれ、金氏二派の地盤は、かつての海道・山道で、
道嶋氏が権益を握っていた地域であった。しかも、気仙系金氏は気仙郡司となることを通して陸奥守、磐井系金氏は安倍氏を介して鎮守府将軍とつながっていたと考えられる。十世紀から十一世紀前半にかけて、陸奥守・鎮守府将軍の双方から、 都へ金が貢納され る。天暦年間 （九四七～九五七）陸奥守・藤原倫寧は、自ら 五年分と前任者の未納分の金を納めた（ 『小右記』長元五年（一〇三二）八月二十五日条） 。鎮守府将軍・平維良は猟官 ため 藤原道長に砂金を献上した（ 『小右記』長和三年（一〇一四）二月七日条） 。この時期の産 は、徭丁に食物 与え 行われており、正税交易から雑徭系臨時雑役という形態に変化し、採掘量の増大が図られたという
（11
（
。陸奥守の金は気仙
郡本吉、鎮守府将軍の金は磐井郡の栗駒山麓 奥六郡の西和賀や江刺で産出されたものであろう 産の金は、帰国する宋人に支給された（ 『小右記』天元五年 九八二）三月二十六日条） 。入宋した奝然は、皇帝と やりとりなかで、日本の風土の特徴の一つに陸奥で金が採れるこを伝えている（ 『宋史』日本伝） 。大宰府における貿易決済にも、それまでの綿などの管内の官物から陸奥産の金が用
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一九
いられるようになる
（11
（
。こうして、国内外の需要に比例する
ように、陸奥の金の産出は飛躍的に高まった。気仙郡・磐井郡を本拠とした金氏が、これらの金鉱開発に密接に関わったことは疑いない。　
では、金氏とはどのような集団で、陸奥国における淵源
はどこまで遡れるのだろうか。〈史料９〉
	 『類聚国史』巻百五十九
　
田地上
　
天長元年
（八二四）五月己未条
新羅人辛良・金貴賀・良白水等五十四人、安
二
-置陸奥
国。
一
依
レ法給
レ復、兼以
二乗田
一充
二口分。
一
　
金氏は、その姓からして新羅系渡来人の蓋然性が高い。
まず一つ目の仮説として、九世紀前半、新羅人が陸奥国に安置されていることが注目される
（11
（
。大宰府周辺では、八世
紀後半あたりから頻繁に新羅人が来航し、そのなかには留住・土着して交易活動に従事するものが出現した。古代国家は、天長八年（八三一）に官符を出して（ 『類聚三格』巻十八
　
天長八年九月七日官符「応
レ
撿
二
-領新羅人交
関物
一
事」 ） 、新羅人交易者を大宰府鴻臚館に安置して、官
司先買と民間交易の管理を行う体制を整備した
（11
（
。 〈史料９〉
の新羅人は、大宰府周辺に土着していたもので、国際交易にも通暁していた。このころから、国際交易の活発化に伴い、日本の金の価値が格段に上昇している
（11
（
。また、大宰府
には俘囚が移配され、 辺境防衛にあたっていた （ 『類聚国史』巻百九十
　
風俗
　
俘囚
　
大同元年（八〇六）十月壬戌条） 。
新羅人たちは こうした俘囚との交流 よって、陸奥国で金が採れるという情報を入手していたのではないか。自らの移住先に、率先して陸奥国を選んだかもしれない。しかも、陸奥産金以前の日本では、金を新羅 ら輸入して た新羅には、産金技術者が多く存在したことも推測される
（11
（
。
反面、承和遣唐使を支えた産金地の白河郡には 高句麗系渡来人の子孫の狛造智成らが居住 いた（ 『続日本後紀』承和十年（八四三）十一月庚子条） 。新羅 かつての高句麗ともその後継国 渤海とも敵対関係にあっ 。 従っ 、白河郡など陸奥南部に新羅人を移住させることは考えにくい。とすると、天長元年の は、征夷によって新たに獲得した気仙・胆沢地方に遷され、金鉱開発など あたたのではないか。〈史料
（0〉	 『日本三代実録』貞観十二年（八七〇）九月十五日条
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第八十号
二〇
遣
二新羅人廿人、
一
配
二
-置諸国。
一（中略）潤清・果才・甘参・
長焉・才長・真平・長清・大存・倍陳・連哀十人於陸奥国。 （中略）潤清等十人《乎波》陸奥国《尓》退給《波久止》宣 潤清・ 焉・真平等、才長
二
於造瓦。
一
預
下
陸奥国修
二
-理府
一
料造
レ
瓦事
上、令
下
長
二
其道
一
者相従伝
習。
上
　
また、もう一つの可能性として、 〈史料
（0〉も興味深い。
このとき諸国に移配された新羅人は、 貞観十一年（八六九）に博多津で貢綿の官船を襲撃した新羅海賊であった（ 『日本三大実録』貞観十二年二月二十日条） 。 〈史料
（0〉の登場
人物は名前で表記されているが、彼らは金姓であろう。そして、陸奥国へ移住した十人のうち 潤清・長焉・真平らは瓦を造る技術 長けてい 。新羅海賊のなかには、略奪者・交易者のみではなく、技術者も含まれてい 。陸奥国では、前年に、大地震が発生し、地震と津波により、大きな被害が発生してい （ 『日本三代実録』貞観十一年五月二十六日条） 。この貞観大地震は、二〇一一年三月の東日本大震災に匹敵するも で 千年 一回起こるといわれるものであった
（1
（
。仙台平野の調査によれば、津波の浸水域も
ほぼ同じと推定される
（11
（
。多賀城のお膝元を流れる砂押川に
も、津波が押し寄せている
（11
（
。こうした状況下で、陸奥国へ
遷された新羅人は、国府の建物を復旧するのに必要な瓦を造った
（11
（
。九世紀後半の多賀城Ⅳ期の政庁からは、仙台平野
の与兵衛沼窯跡で焼かれた宝相花文軒丸瓦と連珠文軒平瓦が多量に出土している
（11
（
。これらの瓦は、北部九州の弥勒寺
や安祥寺跡の新羅系瓦と類似する
（11
（
。ともかく、移配された
新羅人技術者は、 まず陸奥国府の復興に尽力したのである。さらに、古代国家 被災者に対して、公民・蝦夷の分け隔てなく食料などを支給している（ 『日本三代実録』貞観十一年十月十三日条） 。この時期に蝦夷・俘囚と把握された人たちは、おおむね海道 気仙・山道の胆沢よりも北の地に住んでいた。従って、被災地は、三陸沿岸など多賀城以北にも大きく拡がっていた
（11
（
。地震学の立場から、貞観地
震の震源は、東日本大震災よりも北にあったとす 見方もある
（11
（
。事実、貞観地震の津波は、北海道道東の十勝・根室
などにも達している
（11
（
。そして〈史料
（0〉では、新羅人たち
に造瓦技術を現地の工人に伝えるよう命じている 彼らは、最終的に「陸奥之空 」 遷り住んだと思われる（ 『日本三代実録』貞観十二年二月二十日条） 。 「陸奥之空地」について、津波の被害を受けた牡鹿郡や気仙郡にあてる見解もある
（11
（
。気仙郡家の跡とされる陸前高田市の小泉遺跡にも、
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二一
東日本大震災の際には大津波が達しており、海道地方の郡家クラスの官衙は、軒並み津波に呑み込まれた
（1
（
。官衙のみ
ではなく、沿岸部の集落は壊滅状態となり、まさに「空 」となっていたのであろう。牡鹿郡・小田郡の百姓は、震災から五年経過し ちも、課役を免除されており（ 『日本三代実録』貞観十六年（八七四）十一月二十五日条） 、なお塩害などの被害が酷かった
（11
（
。この地の基幹産業である漁
業・農業は、甚大 打撃を被 ていた。新羅人たちは、当初、国府の復旧作業に携わったが、その後、多賀城以北の広範な被災地に派遣され、復興事業にあたったと考えられる。このとき、復興の陣頭指揮をしたのは、紀氏出身の紀春枝であった（ 『日本 一 九月 日条） 。前述のように、紀氏は、八世紀以前から道嶋（丸子）氏と蜜月な関係をもっており 海道地方の情勢に明る 。春枝は建築関係の実務官庁のトップ 木工頭を 験 ており、新羅人の動員は彼の発案によってなされたことも憶測される
（11
（
。そうだとすると、金氏の祖先は、気仙郡などで復
興にかかわった新羅人に求められないか。潤清らとともに拿捕され、上総国に送り込まれたもののな には、僧・沙弥も含まれていた。この段階でも、大宰府管内には、留住して交易活動を行う新羅人が多数おり 海賊ともつながっ
ていた
（11
（
。僧や交易を生業とする人物は、金に関する知識・
技能を有していたはずである。もちろん、交易者として金の価値も認知 であろう。彼らは、移配された当初から、気仙地方の豊富な金資源を目の当たりにしたに違いない。瓦造りを伝えるだけでなく、復興 象徴の産業として金鉱開発 プロジェクトを立ち上げたのではないか。しかも、大崎平野 天平産金 例でみたように、高温処理という点において、造瓦と冶金は密接な関係をもっていた。このプロジェクトを遂行するにあたり、道嶋氏の後裔の首長の牡鹿連氏と良好な関係を築くことは不可欠であっ ろう。そうした努力が実を結び、やがて十世紀以降、陸奥における金の産出量は大きく高まり 国際的にも評価されることにな 。金氏 淵源は 天長元年と貞観十二年に陸奥国へ移配された新羅人に辿れ、震災復興などにも関わりつつ、産金の利権を握り、成長していったのである。　
ところで、金氏の活躍と同時期、八戸市林ノ前遺跡、青
森市高屋敷館遺跡、厚真町上幌内モイ遺跡 平取町カンカン２遺跡・亜別遺跡などで、銅製 佐波理鋺 出土する
（11
（
。
これらは非常に精巧な造りで、朝鮮半島製のものもあるという
（11
（
。 佐波理鋺が分布する青森から北海道の太平洋沿岸は、
金氏の交易圏とも重なる。しかも 平取・厚真などの胆振
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第八十号
二二
日高地方は、北海道内における産金地で、擦文文化後期あたりから、砂金採りが入り込んでいたとする指摘もある
（11
（
。
佐波理鋺・金氏の交易圏・砂金採集のタイアップは、金氏の影響が北奥羽から北海道の太平洋沿岸まで及ん いたことを窺わせる。　
いずれにしても、道嶋氏は、呰麻呂の乱以降、繰り返さ
れた征夷によっても、蝦夷・俘囚からの支持を取り戻せず、やがて没落していく。このことによって、陸奥国の産金量は、天平産金と比べて大きく減る。そこで 古代国家は、テコ入れのための人材とし 、大宰府管内に留住・土着した新羅人に目をつけ、 気仙・胆沢地方へ移住させた。 彼らは、貞観大地震の際の復興にも大きな役割を果たしつつ、この地の金鉱開発の担い手となった。 『陸奥話記』に出てくる金氏は、彼らの後裔と考えられる
おわりに
　
以上、本稿は、天平産金以降、都・陸奥国で急速に力を
つけた道嶋（丸子・牡鹿連）氏に注目して、東北古代史上のデビューからの躍進 在地社会と 軋轢・没落後の動向などから、征夷との関係に触れつつ、陸奥産金 歴史的実態に迫った。
　
丸子氏は、もともと上総の出身で、七世紀前後に大崎平
野の産金に伴う開発のために、小田郡・牡鹿郡に移住した。そして、在地の勢力とも良好な関係を築いたので、公民として把握された。天平産金は、陸奥国府の主導のもと 丸子氏が都や関東からの渡来系技術者などを受け入れ、配下の人々を動員 た結果、実現した であった。　
八世紀中葉、都へ出仕した丸子嶋足は、金の利権をバッ
クに中央政界での政争のキーマンとなる。その結果 嶋足は、牡鹿連さらには道嶋を賜姓され、やがて陸奥大国造となり、陸奥守を上回る位階を手にし、産金を一手に掌握する。その影には、直接、蝦夷・俘囚を使役し、産金を指揮する陸奥国 道嶋氏のフォロー あっ 。こう て道嶋氏は、国府・鎮守府の機構 なか 深く入り込むが その反動で在地社会との間に軋轢が生じる。 そう 状況のなか、伊治呰麻呂を筆頭に、在地の人々は蝦夷・俘囚のアイデンティティを萌芽させ、 反乱を起こす。 呰麻呂の乱は、 北奥羽・渡嶋を含めた北方社会全体に動揺を生み、古代国家の産金体制を大きく揺るがした。道嶋氏への反発を押さえない限り、産金体制は綻びたままであった。　
道嶋氏は、こののち繰り返された征夷によっても、蝦夷・
俘囚からの支持 取り戻せず、やがて没落していく。九世
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二三
紀代には、坂上―牡鹿連のラインにより、胆沢地方の金鉱開発は継続していた。反面、このころから国内外に金の需要は急速に高まり、産金量の増大を図る必要性が生じた。そこで、古代国家 大宰府管内に留住・土着していた新羅人に目をつけ陸奥国へ移配、 征夷 よって獲得 た気仙・胆沢地方 安置した。また、貞観大地震の際には、復興の担い手の一翼として投入される。十世紀以降、陸奥守・鎮守府将軍は都へ安定的に貢金し、大宰府の貿易決済にも陸奥産の金が用いられた。新羅人たちは 道嶋氏の地盤を引き継ぎ、積極的に金鉱開発に取り組んだ。前九年合戦を描いた『陸奥話記』に気仙郡・磐井郡の首長と 登場する金氏は、彼らの子孫であったのである。　
ともあれ、都の支配層や国際交易者が渇望した陸奥産の
金は、本稿でクローズアップした丸子氏・道嶋氏や金氏なくして産出できないものであった。彼・彼女らの躍動は、東北古代史を単なる一地域史に止めるのではなく、日本古代史や東アジア史の舞台に導く貴重な役割を果たした である。
註（
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今泉隆雄 「律令国家とエミシ」 （ 『新版古代の日本⑨
　
東北・
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二〇〇九年） 、鈴木靖民「七世紀
の倭国仏教と百済・中国北朝」 （ 『倭国史の展開と東アジア』岩波書店
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巻の歴史』第六巻特別史編
　
一九九二年） 、伊藤玄三「道嶋
宿禰一族についての一考察」 （前掲注４書）
（
（（）		
熊谷公男「道嶋氏の活躍」 （ 『石巻 歴史』第１巻通史編
上
　
一九九六年）
（
（（）
佐藤敏幸「多賀城創建にいたる黒川以北十郡の様相―海道地方―」 （前掲注
（（書）
（
（0）		
伊藤前掲注
（（論文、
永田一 「道嶋氏についての基礎的考察」
（国造研究会報告
　
二〇一三年）
（
（（）		
蓑島栄紀「倭王権の初期「蝦夷支配」と陸奥」 「阿倍比羅
夫の北航と北東アジア地域」 （ 『古代国家と北方社会』吉川弘文館
　
二〇〇一年） 、瀬川拓郎『アイヌの世界』 （講談社
選書メチエ
　
二〇一一年）
（
（（）		
石巻市教育委員会『五松山洞窟遺跡』一九八八年
（
（（）		
大沼忠春「北海道中央部の擦文文化」 （ 『どるめん』二二
　
一九七九年）
（
（（）		
山浦清「古墳時代海人再考―五松山洞窟を中心として―」
（ 『北方狩猟・漁撈民の考古学』同成社
　
二〇〇四年）
（
（（）		
瀬川拓郎『コロポックルとはだれか 中世の千島列島と
アイヌ伝説』 （新典社新書
　
二〇一二年） 、同『アイヌの沈
黙交易―奇習をめぐる北東アジアと日本』 （新典社新書
　
二〇一三年）
（
（（）		
新井隆一「北海道式古墳と七・八世紀の太平洋沿岸交通」
（ 『貝塚』六三
　
二〇〇七年）
（
（（）		
高橋信雄「蝦夷文化の諸相」 （ 『古代蝦夷の世界と交流』
名著出版
　
一九九六年）
（
（（）		
平野卓治「蝦夷社会と東国 交流 前掲注
（（書）
（
（（）		
熊谷前掲
（（・
（（論文
（
（0）		
高橋誠明「多賀城創建にいたる黒川以北十郡の様相―山
道地方―」 （前掲注
（（書）
（
（（）		
斎藤實則『鉱山のはなし』 （アップル文庫
　
二〇〇二年）
（
（（）		
小葉田前掲注３論文、産金遺跡研究 前掲注３書
（
（（）		 『新日本古典文学大系
　
続日本紀』一
　
補注２―三二
（
（（）		
井上前掲注
（（論文
（
（（）		
新井隆一「奥州天台寺と古代北奥羽の太平洋沿岸交通―
漆の交易路に注目して―」 （ 『環太平洋・アイヌ文化研究』一〇
　
二〇一三年）
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陸奥産金と征夷（新井）
二五
（
（（）		
新井前掲注
（（論文
（
（（）		
東野治之『遣唐使船
　
東アジアのなかで』 （朝日選書
　
一九九九年）
（
（（）		
伊藤前掲注
（（論文
（
（（）		
佐々木前掲注４論文
（
（0）		
平川南「海道・牡鹿地方」 （ 『石巻の歴史』第六巻特別史
編
　
一九九二年） 、山浦前掲注
（（論文
（
（（）		
樋口知志「律令制下の気仙郡―陸前高田市小泉遺跡の周
辺―」 （ 『アルテス
　
リベラレス』七四
　
二〇〇四年）
（
（（）		
関口明「八世紀における蝦夷呼称の変化の問題―天平
陸奥国産金をとおして―」 （ 『古代蝦夷からアイヌへ』吉川弘文館
　
二〇〇七年）
（
（（）		
小葉田前掲注３論文
（
（（）		
古川市『古川市史』第１巻通史Ⅰ
　
二〇〇八年
（
（（）		
古尾谷知浩「文字瓦と知識」 （ 『
H
E
R
SE
T
E
C
』一‐二
　
二〇〇七年）
（
（（）		
蓑島栄紀「 代出羽地方の対北方交流―秋田城と渡嶋津
軽津司の史的特質をめぐって―」 （前掲注
（（書）
（
（（）		
辻秀人「蝦夷と呼ばれた社会―東北北部社会の形成と交
流―」 （前掲注
（（書）
（
（（）		
古川市前掲注
（（書
（
（（）		
岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター『中半入遺跡・
蝦夷塚古墳発掘調査報告書』二〇〇二年
（
（0）		
宮城県教育委員会『東北自動車道遺跡調査報告書Ⅵ』
一九八二年、 村田晃一「陸奥中部にみる北との交流」 （ 『蝦夷・律令国家・日本海』日本考古学協会一九九七年度秋田大会　
一九九七年）
（
（（）		
水沢市埋蔵文化財センター『胆沢城展』二〇〇二年
（
（（）		
鈴木拓也『蝦夷と東北戦争』 （吉川弘文館
　
二〇〇八年）
（
（（）		
水沢市教育委員会『胆沢城跡―昭和五八年度発掘調査概
報―』一九八四年
（
（（）		
遠藤祐太郎「金氏との姻戚関係からみた奥六郡安倍氏擡
頭過程の研究」 （ 『法政史学』七一
　
二〇〇九年）
（
（（）		
渕原智幸「古代末期の東北支配と軍事力編成 国衙軍制
成立史の一断面―」 （ 『平安期東北支配の研究』塙書房
　
二〇一三年）
（
（（）		
渡邊誠「平安期の貿易決済をめぐる陸奥と大宰府」 （ 『平
安時代貿易管理制度史の研究』思文閣出版
　
二〇一二年）
（
（（）		 『宮城県姓氏家系大辞典』 （角川書店
　
一九九四年） 、菅
野文夫「気仙郡金氏小論」 （ 『岩手大学教育学部研究年報五四―三
　
一九九五年）
（
（（）		
田中史生「新羅人の交易活動と大宰府」 （前掲注
（（書）
（
（（）		
皆川雅樹「九～一〇世紀における日本 金と対外関係―
大宰府鴻臚館を中心として―」 （ 『古代交通研究』一一
　
二〇〇二年）
（
（0）		
榎本淳一「日本古代における金の朝貢・貿易と流通」 （ 『歴
史と地理』六五五
　
二〇一二年）
（
（（）		
藤井敏嗣『地震のしくみと防災教育』 （大日本図書教育研
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法政史学
　
第八十号
二六
究室
　
二〇一二年）
（
（（）		
斎野裕彦「仙台平野における貞観の津波と集落の動態」
（ 『第
（（回古代城柵官衙検討会資料集』二〇一三年）
（
（（）		
柳澤和明「貞観地震・津波からの陸奥国府多賀城の復興」
（
N
P
O
ゲートシティ多賀城ホームページ
　
二〇一一年）
（
（（）		
二上玲子「文献史料からみた貞観地震に関する一考察」
（ 『市史せんだい』二二
　
二〇一二年）
（
（（）		
三好秀樹「多賀城跡と貞観十一年陸奥国大地震」 （前掲注（（書）
（
（（）		
宮城県教育委員会『多賀城跡
　
政庁跡・本文編』
一九八二年
（
（（）		
柳澤和明「 『日本三代実録』より知られる貞観十一年
（八六九）陸奥国巨大地震・津波の被害とその復興」 （ 『歴史』一一九
　
二〇一二年）
（
（（）		
石橋克彦「日本列島全域の大地震活動が促進されるか」
（ 『原発震災』七つ森書館
　
二〇一二年）
（
（（）		
平川一臣「千島海溝・日本海溝 超巨大津波履歴とその
意味：仮説的検討」 （ 『科学』八二
－ 二
　
二〇一二年）
（
（0）		
石井正敏「貞観十一年の震災と外寇」 （ 『震災・核災害の
時代と歴史学』青木書店
　
二〇一二年）
（
（（）		
平川南『東北「海道」の古代史』 （岩波書店
　
二〇一二年）
（
（（）		
柳澤前掲注
（（論文
（
（（）		
保立道久『歴史のなかの大地動乱―奈良・平安の地震と
天皇』 （岩波新書
　
二〇一二年）
（
（（）		
田中史生前掲注
（（論文
（
（（）		
蓑島栄紀「古代北海道における太平洋側・内陸交流の実
像―「太平洋交易集団」の実態と意義をめぐって―」 （ 『日本古代の地域社会と周縁』吉川弘文館
　
二〇一二年）
（
（（）		
村上前掲注
（0書
（
（（）		
瀬川前掲注
（（書
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